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報告事項が１件ございます。  

 

１月２５日及び２月２５日に開催さ

れた東京都市長会関係の主な審議内容

をご報告申し上げます。  

 

はじめに、１月２５日に開催された令

和３年度第７回東京都市長会について

です。  

まず、東京都等からの連絡事項２件に

ついて報告いたします。  

１件目は、「東京都後期高齢者医療広

域連合からの報告」で、令和４・５年度

の保険料率最終案や規約の一部変更に
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ついての説明がありました。  

２件目は、福祉保健局から、「新型コ

ロナウイルスワクチン接種等」について

説明がありました。  

主な内容は追加接種の前倒しに関す

る１月１３日付けの国の事務連絡の概

要や今後のワクチン配分、都が設置する

大規模接種会場における追加接種の実

施などについて説明がありました。  

続いて議案審議事項５件のうち、主な

２件について報告いたします。  

議案第１号の「建設部会長の推せん及

び部会の編成替え」については、東久留

米市長の退任に伴い空席となった建設
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部会長への国立市長の就任及びこれに

伴い空席となる建設部会副部会長への

狛江市長の就任が承認され、あわせて、

政策調査特別部会の編成替えについて

も承認されました。  

議案第２号の「令和３年度施策の見直

しの取扱い」については、１０月の市長

会において東京都から提案のあった、高

齢者見守り相談窓口設置事業の高齢社

会対策区市町村包括補助事業への統合

ほか１件について、了承することが承認

されました。なお、高齢者見守り相談窓

口設置事業については、包括補助化後も

事業執行に支障のないよう、必要な補助
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水準を維持することを条件として付す

ることとされました。  

 

次に報告事項ですが、「会長専決処分」、

「各種団体からの要請」のほか、昨年  

１２月２７日に締結した「東京都及び区

市町村相互間の災害時等協力協定」につ

いて、同じく昨年１２月２４日に提出し

た「令和４年度国民健康保険事業費納付

金算定に関する緊急要望」について報告

され、了承されました。  

 

続きまして、２月２５日に開催された

令和３年度第８回東京都市長会につい
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てです。  

まず、東京都等からの連絡事項が４件

あり、主な連絡事項２件について報告い

たします。  

１件目は、総務局から「東京都パート

ナーシップ宣誓制度（素案）」について

説明がありました。  

「東京都オリンピック憲章にうたわ

れる人権尊重の理念の実現を目指す条

例」の理念を踏まえ、パートナー関係に

ある性的マイノリティの生活上の不便

等の軽減など、当事者が暮らしやすい環

境づくりにつなげるとともに、多様な性

に関する都民の理解を推進するため、新
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たに「東京都パートナーシップ宣誓制度」

を創設する。都が発行する受理証明書に

ついては、都が提供する都民向けサービ

ス事業で活用できるよう検討している

ところだが、都内市区町村との証明書の

相互活用等に関しても調整を図るとと

もに、民間事業者の各種サービスや従業

員の福利厚生での活用を働きかける予

定とのことでした。  

２件目は、福祉保健局から、「高校生

等医療費助成事業補助」について説明が

ありました。  

子育て支援の充実のため、高校生相当

年齢への医療費助成制度の開始に向け
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た市区町村等の準備経費を補助する予

算を令和４年度の新規事業として計上

した。現行の義務教育就学児医療費助成

制度を参考に制度構築を行う予定で、今

後、６２市区町村と東京都の実務担当者

による意見交換会を開催して、進めてい

く予定とのことでした。  

本件に対し、私からは、医療費助成の

対象を高校生等にまで広げる意義は理

解できるものの、義務教育就学児医療費

助成については、特別区では２３区すべ

てが「所得制限なし」、「自己負担なし」

としている一方で、財政力等の理由から

多摩地域でそこまでできている市は少
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数であり、このままでは多摩格差がさら

に拡大することが懸念される。そのため、

高校生向けの制度構築にあたっては、こ

うした現行制度の実施状況の違いにし

っかりと目を向け、都としてその格差を

是正できるように対策を講じてほしい

旨の発言を行いました。  

 

続いて議案審議事項として、追加議案

２件を含む６件の審議が行われました

ので、主な事項について報告いたします。 

追加議案第１号の「役員選考」につい

ては、清瀬市長の急逝により欠員となっ

た監事の職に、八王子市長が就任するこ
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とが決定されました。なお、部会編成へ

の影響等も考慮し、八王子市長が現在就

いている政策調査特別部会長の職につ

いては、八王子市長が兼務することとな

りました。  

追加議案第２号の「東京都市長会会則

の一部を改正する会則（案）」について

は、諸事情により任期途中で役員が欠員

となった場合にも柔軟に対応できるよ

うにするため、役員定数の表記を副会長

は４名以内、監事は２名以内とする改正

を行うことについて審議され、了承され

ました。  

議案第１号から議案第３号では、東京
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都市長会の令和４年度の事業計画（案）、

主要行事日程（案）、一般会計歳入歳出

予算（案）がそれぞれ審議され、いずれ

も原案のとおり承認されました。  

次に報告事項ですが、「会長専決処分」、

「各種団体からの要請」のほか、市長会

の今年度からの政策テーマ「多摩地域に

おける行政のデジタル化の取組」の状況

について報告され、了承されました。  

 

以上、ご報告申し上げ、市長行政報告と致し

ます。 

 

（令和４年第１回多摩市議会定例会） 


